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1972イド8月7日より約2迎11\Jで， 奈良di-0:大路IIIJ興師寺講'.hl跡、の須，；11， 刷附近を発抑制了干

したの 火；i改2 ｛下(1819）仮riH.J.tの111令立がI政－mし， そ の復興｛ζそなえて， q,1�1？安i内仏像

（重文）を拶併する1ム主：をj,Yi�：土NU二lζ建設するが！ill調ftとして守からの依!fu'iで実j血した。

新設立は旧来n,1i -y � '.hl c天文141f'-�立〉の移築である。 新設住物はj立跡の保存上11:I J1時笠：土州

にノ＇il.5mのコンクリ ー 卜版をii"，＇ し、て， .jt f)_ili燃とするノiHのため， 全1l1iブ"tP:1！をおζなわず

土川上にさらに刊さ約60cmでj立存する旧須弥的処りだけを先J/11！し，i也［ζ1!)1.＇.（南1fiiの－m�の卜

レンチ調ftと， tQ (r-M古イ＇の'.JifiJliJをおこなった。 刻弥N'lは， 11す 炉It後ダlj村の)Jij 1f1iilt央3間にあ

り，1rn1岩J,;＼上仙の地l足と羽日 （＇が1,l,j側i11iのみにj立fがした。 的行13.3111，奥行は悦定4.9mで

ある。 羽目Titζf科技｜！日の彫り込みがあり， うで休！ζ脱111している。 ζのJ,;＼上W｝，じN'lを1足って1,l,j

fllillζ約80cmillのf(lJJ主状ii�」：があって， これも1政Jliしており， 須fi;J,;切を拡張した乙とがわか

る。 そのYkl-ミUの痕跡がイくlりJl1Yiiなのは木製であったか。 羽白石の絡扶11\Jからみて政イメ以附は

佐治3 {j'. (1279）焼失後 ， 仏止： 8 W 0285) :'Hllのもので， それがぶ！来2 {I'· 0327）焼亡して;i::

徳2 1f C 1330) Iζ；q札TされるII !j ！こf副長L-.Jf,,i:11にJ-111められたと悦定される。講堂はその後：；l：保2

m-1限l 民有；｛ー.i;,i,Yi’ii＼：�占；

イIi 0717) rζ焼失し ， 以後再興されない。なお

�.u,JiJiI1河川辺｛ζは凝灰岩の四半蚊休日＇tiがかなり

よく伐るが， これは怒らく治1Jx 4 {j'- C 1180) 

焼亡後， ；cJド＇i;L)'Iて（1184〕阿佐川のJ」�Tlliであ

ろう。），�州市緑のトレンチでほl必11心より3

mの山でIHJ也1\1抜取跡、と1j1約50cmの玉イ7放r:l:i

孫i,Y1＇ が検11 ＇，された。 雨落mの1(（卜（立地111でfii]

位以米のものかもし：！＂'Lない。lift行は止ー 111松！！＆！，

44問ii,27筒伐存する。 （坪｝I伯父・鈴木，.；；＼，日
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